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　 CuxBi2Se3 はトポロジカル絶縁体に直接ドープするこ

とで得られる初めてのトポロジカル超伝導体として注

目を集めている。我々はこの CuxBi2Se3 のペアポテン

シャルの対称性を理解することを目的に研究を行なっ

ている。具体的には Liang Fu らによって提案されてい

る 4 つのペアの対称性を仮定し、状態密度、電子比熱、

スピン帯磁率の数値計算を行なっている [1]。この中で

電子比熱は大阪大学産業科学研究所の安藤研究室で行

われた実験データを参考にさせていただき研究を進め

ており、このような接点もあり、安藤研究室に滞在さ

せていただいた。滞在するにあたり、今後研究を行なっ

ていく上で理論研究だけでなく実験研究も行なってみ

たいという思いが強くあった。

　滞在期間は 2 週間で、CuxBi2Se3 の高品質単結晶の作

製と MPMS を用いて帯磁率の測定を行なった。具体的

には Markus Kriener 博士の指導のもと Bi2Se3 の加工、

Cu の電気化学的インターカレート、アニールなどを行

なった。慣れない実験をさらに英語で行うということ

で最初は苦戦したが、Kriener 博士が忍耐強く付き合っ

てくださったこともあり、なんとか試料を作ることが

できた。簡単な実験器具なら自由に使いこなせるよう

になったのは一つの成果ではないかと思っている。

まだまだ勉強中の身ではあるが、自身の研究内容をセ

ミナーで発表する機会をいただくことができた。これ

から論文にする内容だったので多くの意見をいただき

大変有意義なものになったと同時に、質問にうまく答

えられないなど自身の勉強不足を痛感する良い機会と

もなった。Sr2RuO4 のペアの対称性は既に多くの議論

が行われており、この Sr2RuO4 について理解を深める

ことは CuxBi2Se3 のペアの対称性を理解する助けにな

るといったことなど今後勉強すべきことも教えていた

だくことができた。

　滞在中、同世代の学生の皆様には大変お世話になっ

た。研究に関することだけでなく、進路に関してなど

貴重な意見をいただいた。また、理論系の研究室での

研究の様子などにも興味を持っていただき、交流を深

められたのではないかと感じている。実験でわから

ないところをしっかり補い合っている学生間のチーム

ワークの良さは見習いたいと思った。

　急なお話にも関わらず受け入れてくださった安藤教

授、並びに研究室の皆様にはこの場をお借りして改め

て深く感謝申し上げたい。今まで論文の上でのみ知っ

ていた多くの実験を実際に見ることができた。また、

それらを丁寧に説明していただき物理の理解が深まっ

た。2 週間の滞在を通して多くの方々と交流すること

ができ、研究に関する視野が広がったと確信している。
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